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第1958 回例会 

     

                              

 
 

 

疾
病
予
防
と
治
療
月
間 

令
和
６
年
12
月
５
日
（
木
） 

年
次
総
会 

於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

 
 

     

会
員
63
名 

出
席
計
算
数 55

名
中
46
名
出
席 

出
席
率

83
・
64
％ 

前
々
回
出
席
率

81
・
36
％ 

  
例
会
プ
ロ
グ
ラ
ム 

★
23-
24
年
度
Ｒ
財
団
寄
付
表
彰 

★
米
山
奨
学
生
挨
拶
・
奨
学
金
授
与 

★
お
誕
生
日
の
お
祝
い 

★
台
湾
短
期
交
換
留
学
生
見
送
報
告 

青
少
年
奉
仕
委
員
長 
渡
辺
観
永
さ
ん 

★
み
そ
か
例
会
案
内 

ク
ラ
ブ
奉
仕
委
員
長 

鬼
頭
茂
成
さ
ん 

★
年
次
総
会 

・
第
１
号
議
案 

・
第
２
号
議
案 

・
第
３
号
議
案 

・
中
間
財
務
報
告 

  

ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

 

「
君
が
代
」「
四
つ
の
テ
ス
ト
」 

指 

揮 

者 

鬼
頭 

茂
成 

ピ
ア
ノ
伴
奏 

冨
板 

玲
子 
  

ゲ
ス
ト 

米
山
奨
学
生 

エ
ン
フ
バ
ヤ
ル
・
ホ
ラ
ン  

 

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

台
湾
短
期
交
換
留
学
生
、
横
川
瑠
い
さ

ん
、
内
藤
花
音
さ
ん
、
い
っ
て
ら
っ
し

ゃ
い
。 

飯
田 

昭
夫
・
岡
部 

快
圓 

横
井 

 

衞
・
杉
本 

忠
夫 

河
合 

誠
弥
・
西
脇 

良
輔 

丹
下 

富
博
・
深
谷 

昭
広 

猿
投
の
森
、
そ
し
て
会
員
組
織
委
員
会

の
「
共
に
語
ろ
う
会
」
に
多
く
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

 
 

 
 

 

木
村 

吉
伸 

先
日
の
ロ
ー
タ
リ
ー
を
語
ろ
う
会
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 西

垣
亜
矢
子 

共
に
語
ろ
う
会
で
は
、
頼
も
し
い
先
輩

方
か
ら
多
く
学
び
、
大
変
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。 

 
 

 
 

 

伊
藤 

宗
宏 

荻
巣
さ
ん
あ
り
が
と
う
。
妻
の
誕
生
月

で
す
。 

 
 

 
 

 
 

尾
上 

 

昇 

昨
日
大
学
の
ク
ラ
ス
仲
間
と
昼
食
を
共

に
し
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

吉
田 

隆
彦 

林
さ
ん
頑
張
っ
て
下
さ
い
。 岩

崎 

征
一 

尾
上
さ
ん
猿
投
山
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

 
 

 
 

 

鬼
頭 

茂
成 

誕
生
月
で
す
。
今
朝
娘
が
台
湾
短
期
交

換
留
学
に
出
発
し
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

横
川 

誠
人 

台
湾
短
期
交
換
留
学
、
本
日
出
発
し
ま

し
た
。 

 
 

 
 

 
 

渡
辺 

観
永 

加
藤
さ
ん
、
吉
田
憲
一
さ
ん
、
先
日
は

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

林 
 

順
治 

結
婚
記
念
月
で
す
。    
加
藤
已
千
彦 

南 
 

善
隆 

母
の
誕
生
月
で
す
。
母
の
笑
顔
に
幸
せ

を
感
じ
ま
す
。 

 
 

 

照
井 

 

栞 

妻
の
誕
生
月
で
す
。 

 

岡
村 

隆
德 

那
須 

 

明 

夫
の
誕
生
月
で
す
。 

 

榊
原 

陽
子 

誕
生
月
で
す
。 

 
 

 

川
島 

勇
基 

 

会
長
挨
拶 

 

会
長 

飯
田 

昭
夫 

皆
様
こ
ん
に
ち
は
、本
日
は
11
月
22

日
に
豊
橋
で
開
催
さ
れ
た
「
会
員
増
強

セ
ミ
ナ
ー
Ⅱ
」
で
説
明
さ
れ
た
内
容
を

報
告
し
ま
す
。 

①
会
員
増
強
手
法
【
プ
ッ
シ
ュ
型
】の
具 

体
的
方
法
と
「
オ
ー
プ
ン
例
会
」
の

成
功
事
例 

②
会
員
増
強
手
法
【
プ
ル
型
】の
具
体
的 

方
法
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用

し
た
成
功
事
例 

③
会
員
増
強
手
法
【
育
成
型
】の
具
体
的 

方
法
及
び「
衛
星
ク
ラ
ブ
」
の
成
功
事
例 

【
プ
ッ
シ
ュ
型
】
は
、
ロ
ー
タ
リ
ア
ン

が「
特
定
の
見
込
み
候
補
者
に
」
直
接
的

に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
方
法
で
、「
オ
ー
プ

ン
例
会
」
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
会

員
以
外
の
方
に
参
加
を
促
す
例
会
で
、

卓
話
の
内
容
を
一
般
向
け
に
し
て
、
参

加
し
た
会
員
外
の
者
に
ク
ラ
ブ
の
活
動

を
紹
介
し
て
会
員
増
強
に
役
立
た
せ
ま

す
。
す
で
に
２
７
６
０
地
区
で
も
多
く

の
ク
ラ
ブ
が
採
用
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

会
員
増
強
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
の
で
、

参
加
費
無
料
・
懇
親
会
費
無
料
と
す
る

工
夫
も
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
費
用
は
ニ

コ
ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
と
い
う
こ
と
も

し
て
い
る
よ
う
で
す
。 

【
プ
ル
型
】
は
、
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
が
不

特
定
多
数
の
見
込
み
候
補
者
に
ア
プ
ロ

ー
チ
し
て
会
員
候
補
者
の
方
か
ら
ロ
ー

タ
リ
ー
に
接
触
し
て
く
れ
る
の
を
待
つ

方
法
で
す
。 

【
育
成
型
】
は
10
月
24
日
の
会
長
挨 

拶
で
紹
介
し
ま
し
た
衛
星
ク
ラ
ブ
の
設

立
で
す
。
全
国
的
に
衛
星
ク
ラ
ブ
は
広

が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
２
７
６
０
地

区
で
は
「
名
古
屋
東
山
新
ロ
ー
タ
リ
ー

衛
星
ク
ラ
ブ
」
が
初
め
て
出
来
た
衛
星

ク
ラ
ブ
で
す
が
、今
は
無
い
よ
う
で
す
。

衛
星
ク
ラ
ブ
に
つ
き
ま
し
て
は
力
を
入

れ
て
、
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。 

衛
星
ク
ラ
ブ
設
立
の
メ
リ
ッ
ト 

ス
ポ
ン
サ
ー
ク
ラ
ブ
も
新
会
員
確
保
。

親
子
で
入
会
し
て
も
企
業
負
担
減
（
衛

星
ク
ラ
ブ
の
月
会
費
は
７
，０
０
０
円
か

ら
９
，０
０
０
円
が
多
い
）。例
会
が
別
々

な
の
で
親
子
の
顔
合
わ
せ
は
回
避
で
き

る
。ロ
ー
タ
リ
ー
の
基
礎
知
識
を
学
べ
、

親
ク
ラ
ブ
移
行
の
準
備
が
で
き
る
。
比

較
的
若
い
世
代
の
会
員
が
多
い
た
め
、

市
民
と
の
パ
イ
プ
役
に
適
任
。
衛
星
会

員
が
市
民
と
の
触
媒
に
な
る
こ
と
に
よ

っ
て
化
学
変
化
を
も
た
ら
し
、
ス
ポ
ン

サ
ー
ク
ラ
ブ
に
刺
激
を
与
え
、
更
に
市

民
に
認
知
さ
れ
る
よ
う
な
、
事
業
展
開

が
可
能
。 

例
：
福
岡
東
令
和
曙
ロ
ー
タ
リ
ー
衛
星
ク
ラ
ブ

 

●
例
会 

月
２
回
水
曜
日 

18
時
45
分
～
19
時
30
分 

45
分
間 

●
会
場 

博
多
駅
か
ら
徒
歩
５
分 

会
員
の
事
務
所
会
議
室 

●
食
事
な
し 

希
望
者
の
み
会
食 

 

●
メ
ー
キ
ャ
ッ
プ
費 

１
，０
０
０
円 

 

●
月
会
費 

７
，０
０
０
円 

会
員
18
名 

●
会
員
職
種 

弁
護
士
、造
園
業
、医
師
、

外
国
人
人
材
派
遣
、整
骨
院
経
営
、ス

ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
、
ア
パ
レ
ル
、

1680 
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住
宅
設
備
、
飲
食
店
、
不
動
産
、
カ
メ

ラ
マ
ン
、
出
版
業
。
法
人
個
人
事
業

を
問
わ
ず
事
業
規
模
が
小
さ
く
て
も

可
で
例
会
、
委
員
会
活
動
な
ど
は
親

ク
ラ
ブ
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。 

立
ち
上
げ
時
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト 

メ
リ
ッ
ト
： 

会
員
数
の
増
加
。
ス
ポ
ン
サ
ー
ク
ラ

ブ
か
ら
の
金
銭
的
支
援
は
不
要
。 

デ
メ
リ
ッ
ト
： 

立
ち
上
げ
時
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が

取
れ
る
会
員
が
必
須
。
事
務
局
対
応

及
び
経
費
の
捻
出
。 

立
ち
上
げ
て
か
ら
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト 

メ
リ
ッ
ト
： 

新
た
な
ア
イ
デ
ア
や
価
値
観
が
吹
き

込
ま
れ
る
。合
同
例
会
、合
同
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
な
ど
と
い
っ
た
活
動
。
地
区

へ
の
若
手
出
向
者
の
増
加
。 

デ
メ
リ
ッ
ト
：
ス
ポ
ン
サ
ー
ク
ラ
ブ
か

ら
衛
星
ク
ラ
ブ
へ
の
転
入
問
題
。
事

務
局
対
応
の
煩
雑
さ（
出
席
率
カ
ウ
ン

ト
）。
理
事
会
へ
の
出
席
要
請
。
地
区

会
へ
の
負
担
増
加
。
他
の
費
用
負
担

を
ど
う
す
る
か
。
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
、

米
山
へ
の
寄
付
の
呼
び
か
け
そ
の
他
、

費
用
が
か
か
る
も
の
の
負
担
全
般
。 

以
上
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
に

て
本
日
の
会
長
挨
拶
を
終
わ
り
ま
す
、 

  

年
次
総
会 

第
一
号
議
案
（
26-

27
年
度
会
長
選
出
） 

26-

27
年
度
会
長 

 
 

渡
辺 

観
永 

26-

27
年
度
幹
事 

 
 

林 
 

順
治 

26-

27
年
度
会
長
・
幹
事
が 

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

 
 

第
二
号
議
案
（
25-

26
年
度
役
員
理
事
選
出
）

 

25-

26
年
度
役
員
・
理
事
構
成
案 

会
長
（
役
員
） 

 
 

杉
本 

忠
夫 

副
会
長
（
役
員
） 

 
 

鬼
頭 

茂
成 

幹
事
（
役
員
） 

 

松
岡 

 

毅 

会
計
（
役
員
） 

 
 

髙
木 

政
義 

Ｓ
．
Ａ
．
Ａ
．（
役
員
） 

那
須 

 

明 
会
長
エ
レ
ク
ト
（
役
員
）
渡
辺 

観
永 

直
前
会
長
（
役
員
） 

 
 

飯
田 

昭
夫 

副
幹
事
（
理
事
） 

 
 

林 
 

順
治 

ク
ラ
ブ
奉
仕
委
員
長
（
理
事
） 

 

河
合 

誠
弥 

会
場
運
営
・
リ
モ
ー
ト
委
員
長
（
理
事
） 

横
尾 
賢
一 

親
睦
活
動
委
員
長（
理
事
）
林 

 
順
治 

公
共
イ
メ
ー
ジ
向
上
委
員
長
（
理
事
） 

加
茂
田
義
幸 

会
員
組
織
委
員
長（
理
事
）
内
藤 

啓
喜 

ク
ラ
ブ
戦
略
委
員
長
（
理
事
） 

 

岡
部 

快
雅 

職
業
奉
仕
委
員
長（
理
事
）
木
村 

吉
伸 

社
会
奉
仕
委
員
長（
理
事
）
戸
田 

貴
彦 

国
際
奉
仕
委
員
長（
理
事
）
堀
江 

英
弥 

青
少
年
奉
仕
委
員
長
（
理
事
） 

 

松
本 

哲
朗 

Ｒ
財
団
・
米
山
記
念
奨
学
委
員
長
（
理
事
）

 

柴
岡 

正
将 

25-

26
年
度
役
員
・
理
事
が 

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

 
 

第
三
号
議
案
（
ク
ラ
ブ
細
則
改
正
） 

名
古
屋
大
須
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
細

則
の
改
正
は
、
原
案
通
り
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

中
間
財
務
報
告 

  

23-

24
年
度
Ｒ
財
団
寄
付
表
彰 

・
１
０
０
％ 

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団 

寄
付
ク
ラ
ブ 

・
１
０
０
％
Ｅ
Ｒ 

Ｅ
Ｙ
ク
ラ
ブ 

・E
n

d
 P

o
lio

 

  N
o

w
:

「
歴
史 

 

を
つ
く
る
カ
ウ 

ン
ト
ダ
ウ
ン
」 

感
謝
状 

   

米
山
奨
学
生
挨
拶
・
奨
学
金
授
与 

エ
ン
フ
バ
ヤ
ル
・
ホ
ラ
ン 

皆
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は
。
米
山
奨
学
生 

        

の
エ
ン
フ
バ
ヤ
ル
・
ホ
ラ
ン
で
す
。
本

日
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

先
日
、
秋
季
米
山
奨
学
生
学
友
合
同

研
修
会
で
熱
田
神
宮
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
熱
田
神
宮
は
、私
に
と
っ
て
日
本
に

来
て
か
ら
大
切
に
し
て
い
る
場
所
で
、

今
で
も
よ
く
訪
れ
て
い
ま
す
。
日
本
に

来
た
ば
か
り
の
頃
は
、
毎
週
必
ず
１
回

は
行
っ
て
い
て
今
は
数
え
切
れ
な
い
で

す
。
熱
田
神
宮
は
家
の
近
く
に
あ
っ
た

の
で
、
何
か
が
あ
っ
た
時
や
も
し
く
は

自
然
に
行
き
た
い
時
に
よ
く
行
っ
て
い

ま
し
た
。
私
は
田
舎
で
育
っ
た
の
で
、

自
然
が
好
き
で
、
熱
田
神
宮
に
行
く
と

心
が
落
ち
着
く
の
で
す
。
そ
れ
こ
そ
、

試
験
の
前
日
な
ど
に
は
必
ず
訪
れ
て
、

「
試
験
に
合
格
し
ま
す
よ
う
に
」
と
お

祈
り
し
て
い
ま
し
た
。 

今
回
は
、
い
つ
も
と
違
っ
て
米
山
奨

学
生
た
ち
と
一
緒
に
、
本
宮
の
中
に
入

っ
て
お
祈
り
を
し
た
り
、
宝
物
館
や
草

薙
の
剣
を
収
め
て
い
る「
剣
の
宝
庫 

草

薙
館
」な
ど
を
見
学
し
た
り
し
ま
し
た
。

ま
た
、
伝
統
的
な
和
菓
子
を
食
べ
て
お

茶
を
飲
み
な
が
ら
、
非
常
に
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、周
辺
を

散
策
し
な
が
ら
説
明
を
聞
き
、熱
田
神
宮

の
歴
史
や
文
化
に
つ
い
て
新
た
に
学
び
、

よ
り
深
く
興
味
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
れ
で
、今
回
熱
田
神
宮
に
行
く

時
に
考
え
た
の
は
、
来
る
た
び
に
お
願

い
事
し
か
言
っ
て
な
か
っ
た
な
と
気
づ

き
、
先
週
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。
今
に
至
る
ま
で
の
出

来
事
や
私
の
成
長
に
も
熱
田
神
宮
の
お

か
げ
が
あ
る
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

日
本
に
は
素
晴
ら
し
い
伝
統
や
文
化

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
、

も
っ
と
日
本
の
文
化
に
触
れ
、
楽
し
ん

で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
日
本

で
の
生
活
が
よ
り
豊
か
に
な
る
よ
う
、

積
極
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
や
歴
史
を

学
び
、
経
験
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

そ
れ
で
は
、
本
日
の
挨
拶
は
以
上
と

な
り
ま
す
。
ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

 

12
月
19
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

例
会
変
更 

同
日 

家
族
忘
年
会 

於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル       

３
Ｆ
「
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
の
間
」

 

18
時
00
分
受
付 

18
時
30
分
開
会  

12
月
26
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

例
会
変
更 

同
日 

み
そ
か
例
会 

 

＊
10
時
～
14
時
の
間
に 

事
務
局
ま
で
商
品
を
取
り 

に
来
て
く
だ
さ
い
。
品
物
は
預
か
る 

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

１
月
２
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

定
款
規
定
に
よ
り
休
会
（
祭
日
週
） 

  

公
共
イ
メ
ー
ジ
向
上
委
員
会 

横
川 

誠
人 

深
谷 

昭
広
・
小
笠
原
和
俊 

小
澤 

幸
男
・
黒
岩 

麗
子 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 


